
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
       
 

 
           

 

東
京
つ
く
し
会
の 

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て 

精
神
医
療
の
変
革
を
求
め
て
！ 

 
 
 
 
 

 

都
連
副
会
長 

植
松 

和
光 

 

東
京
つ
く
し
会
は
３
年
後
に
は
設
立
か

ら
６０
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
半
世
紀
以
上

の
歴
史
の
中
で
日
本
の
精
神
医
療
は
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

① 

家
族
会
活
動
は
ま
す
ま
す
重
要 

設
立
当
初
は
10
家
族
会
で
し
た
が 

現
在
は
４７
家
族
会
で
ほ
ぼ
都
内
す
べ
て

の
地
区
に
家
族
会
が
あ
り
ま
す
。
年
間
約

1600
件
の
家
族
相
談
や
地
域
や
病
院
家
族

会
主
催
の
講
演
会
等
は
毎
月
ど
こ
か
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
会
が
精
神

障
が
い
者
団
体
の
主
体
で
あ
る
こ
と
も
認

知
さ
れ
、
地
域
社
会
で
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
、
家
族

会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
の
精

神
医
療
を
国
民
本
位
の
医
療
に
す
る
た
め

の
活
動
の
一
翼
を
担
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。 

② 

精
神
医
療
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か 

ア 

病
床
の
減
少 

第
一
に
精
神
科
病
院
の
病
床
使
用
率
が

全
国
平
均
で
81.3
％
（
2024
年
6
月
）
と
大
幅

に
減
少
し
た
こ
と
で
す
。
６０
％
台
に
減
少

し
た
県
が
２
県
も
あ
り
ま
す
。
2020
年
は
全

国
平
均
で

93.1%
で
し
た
の
で
実
に
12%
の
減

少
。
病
床
稼
働
率
が
90%
を
切
る
と
経
営
が

厳
し
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

で
は
、
何
故
減
少
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
一
つ
に
は
、
新
入
院
患
者
の
ほ
と
ん

ど
が
３
カ
月
以
内
に
退
院
。
も
う
一
つ
に

は
長
期
入
院
患
者
の
高
齢
化
に
よ
る
減
少

で
す
。
死
亡
、
合
併
症
に
よ
る
転
院
や
施

設
の
入
所
及
び
認
知
症
患
者
の
半
減
（
2000

年
8
万
7
千
人
か
ら
2023
年
4
万
5
千
人
）

な
ど
が
主
な
理
由
で
す
。
さ
ら
に
は
日
本

の
深
刻
な
人
口
減
少
が
あ
り
ま
す
。 

 

イ 

減
少
し
続
け
る
精
神
科
病
院
入
院

医
療
費
収
入 

 

精
神
科
受
診
者
は
、
６１４
万
人
（
国
民
の 

２０
人
に
１
人
）
と
増
え
続
け
て
い
ま
す
。 

ま
さ
に
国
民
病
で
、
五
大
疾
患
の
１
位
の

病
で
す
。
受
診
者
の
内
訳
を
み
る
と
入
院

患
者
は
28
万
人
、
外
来
患
者
586
万
人
と

95

%
が
外
来
患
者
で
す
。 

 
入
院
医
療
費
は
2004
年
か
ら
16
年
間
で

1600
億
円
も
の
減
少
で
病
院
の
危
機
的
状

況
で
す
。
外
来
は
135
億
円
の
微
減
で
す
。 

 

ま
さ
に
、
日
本
の
精
神
医
療
は
入
院
治

療
か
ら
外
来
治
療
へ
と
大
き
く
変
化
し
て

い
る
の
で
す
。 

③ 

精
神
医
療
の
転
換 

日
本
精
神
科
病
院
協
会
山
崎
会
長
が
新
年

の
挨
拶
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

抜
粋 

「
民
間
病
院
で
は
２
／
３
の
病
院
が

赤
字
経
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中

で
、
２
０
４
０
年
に
向
け
た
地
域
医
療
構
想

に
精
神
科
医
療
も
参
画
し
て
、
精
神
科
病

床
の
稼
働
率
の
低
下
、
医
療
従
事
者
の
減

少
、
社
会
保
障
費
の
削
減
等
に
対
応
す
る

た
め
に
、
地
域
特
性
を
予
想
し
た
精
神
科

病
床
の
削
減
改
革
に
着
手
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。
病
床
削
減
に
向
け
て
は
１

０
０
年
間
に
わ
た
っ
て
公
立
精
神
病
床
の
代

用
精
神
病
院
と
し
て
地
域
精
神
科
医
療
に

貢
献
し
て
き
た
歴
史
を
考
慮
さ
せ
る
必
要

性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
し
・
・
・
」 

 

精
神
科
病
院
の
ト
ッ
プ
で
す
ら
立
場
は
違

い
ま
す
が
危
機
感
を
持
っ
た
発
言
を
し
て

い
ま
す
。
や
は
り
私
た
ち
の
手
で
精
神
医

療
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。 

④ 

国
民
主
体
の
精
神
医
療
の
実
現
を 

・
地
域
ケ
ア
中
心
の
精
神
医
療
へ
政
策
転

換
す
る
こ
と 

・
精
神
医
療
へ
の
差
別
扱
い
の
解
消
と 

医
療
法
に
基
づ
く
精
神
医
療
の
実
施 

・
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
・
ど
こ
の
医
療

機
関
を
利
用
し
て
も
、
最
善
の
精
神
医
療

を
提
供
す
る
こ
と 

・
当
事
者
の
人
権
を
保
障
し
、
国
民
に
安

全
・
安
心
の
精
神
医
療
を
提
供
す
る 

・
障
害
者
権
利
条
約
に
基
づ
く
精
神
医
療

を
実
現
す
る 
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“
入
院
者
訪
問
支
援
事
業
”
都
連
理
事 

寺
澤 

元
一 

       

日
常
的
な
困
り
ご
と
や
支
援
に
つ
い
て
も
誰
に

相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
悩
み
ま
す
。
家
族
も
お
ら

ず
、
市
町
村
長
の
同
意
で
医
療
保
護
入
院
に
な
っ

た
方
々
は
な
お
さ
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
方
々
に

は
、
病
院
以
外
の
第
三
者
に
よ
る
支
援
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ご
本
人
の
希
望

に
応
じ
、
訪
問
し
て
お
話
し
を
誠
実
に
傾
聴
し
、
生

活
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
等
を
担
う
訪
問
支

援
員
を
派
遣
す
る
「
入
院
者
訪
問
支
援
事
業
」
が
昨

年
か
ら
東
京
都
で
も
始
ま
り
ま
し
た
。 

訪
問
支
援
員
に
関
す
る
国
や
都
の
広
報
資
料
を

引
用
す
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
要
件
：
特
段
の
資
格
は
不
要
。
た
だ
し
、
都
の
研

修
を
修
了
す
る
必
要
あ
り
（
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
受

講
数
時
間
と
対
面
演
習
１
日
）
。
②
登
録
：
研
修
修

了
者
か
ら
都
知
事
が
選
任
、
訪
問
支
援
員
と
し
て

登
録
。
③
訪
問
ま
で
の
流
れ
：
入
院
者
か
ら
訪
問
の

希
望→

都
が
訪
問
支
援
員
を
指
定→

訪
問
日
程
を

調
整
。
④
訪
問
要
領
：
訪
問
支
援
員
は
２
人
一
組
で

往
訪
。
面
会
時
間
は
患
者
さ
ん
の
容
態
や
希
望
に

よ
る
が
、
３０
分
程
度
。
訪
問
後
、
記
録
を
事
業
事
務

局
に
提
出
。
⑤
義
務
：
守
秘
を
厳
守
。
⑥
謝
金
： 

 

１
回
あ
た
り
１
万
数
千
円
（
都
内
交
通
費
込
み
）
。 

私
も
研
修
を
受
け
ま
し
た
が
、
留
意
点
は
、
訪
問

支
援
員
は
直
接
支
援
は
や
ら
な
い
こ
と
（
相
談
内

容
の
解
決
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
利
用
調
整
、
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
）
、
ま
た
、

患
者
さ
ん
の
相
談
内
容
（
例
え
ば
、
虐
待
の
訴
え
等
）

で
対
応
に
迷
え
ば
、
事
業
事
務
局
に
報
告
し
相
談

す
る
こ
と
で
す
。
詳
細
は
、
事
業
名
で
Ｉ
Ｔ
検
索
で

き
ま
す
。
令
和
７
年
度
研
修
予
定
は
調
整
中
で
す
。

照
会
先
：
東
京
都
入
院
者
訪
問
支
援
事
業
事
務
局 

メ
ー
ル
：ca

n
n
e
t
-t
o
k
y
o
@nc

n
p
.
g
o
.
j
p 

電 

話
：04

2
-
3
4
1-
2
7
1
2

（
内
線6

2
8
4

） 
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
へ
の 

旅
客
運
賃
割
引
区
分
の
記
載
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
会
長 

眞
壁 

博
美 

 

東
京
都
福
祉
局
よ
り
、
交
通
運
賃
割
引
に
つ
い

て
の
案
内
が
来
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

◆
割
引
を
受
け
る
に
は 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
運
賃
減
額
欄
に
、「
第
一
種
精
神
障
害
者
」
又

は
、「
第
二
種
精
神
障
害
者
」
区
分
の
記
載
が
必
要 

と
な
り
ま
す
。 

◆
対
象
者 

 

都
内
在
住
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所

持
者 

・
障
害
等
級
１
級
＝
第
一
種
精
神
障
害
者 

・
障
害
等
級
２
級
・
３
級
＝
第
二
種
精
神
障
害
者 

◆
割
引
開
始
日 

 

令
和
７
年
４
月
１
日 

◆
対
象
事
業
者
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
東
武
・
西
武
・
小

田
急
・
相
模
な
ど
）
具
体
的
な
割
引
内
容
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
会
社
に
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

◆
記
載
方
法 

①
交
付
日
が
令
和
６
年
１１
月
３０
日
ま
で
の
手
帳 

 

お
手
持
ち
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
に
、

「
旅
客
運
賃
割
引
区
分
が
記
載
さ
れ
た
シ
ー
ル
を

添
付
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
住
ま
い
の
区
市

町
村
窓
口
に
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
家
族
、
医
療
機
関
職
員
な
ど

本
人
以
外
で
も
手
続
き
を
代
行
で
き
ま
す
。 

・
お
住
ま
い
の
区
市
町
村
窓
口
で
の
対
応
は
令
和

７
年
６
月
末
ま
で
。
そ
れ
以
降
は
、
東
京
都
福
祉
局

障
害
者
施
策
推
進
部
精
神
保
健
医
療
課
又
は
中
部

総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
対
応
。 

②
交
付
日
が
令
和
６
年
１２
月
１
日
か
ら
令
和
７
年

３
月
３１
日
ま
で
の
手
帳 

 

あ
ら
か
じ
め
旅
客
運
賃
割
引
区
分
が
記
載
さ
れ

た
シ
ー
ル
を
添
付
し
た
手
帳
を
交
付
し
ま
す
。 

③
交
付
日
が
令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
の
手
帳 

 

あ
ら
か
じ
め
旅
客
運
賃
割
引
区
分
を
印
字
し
た

手
帳
を
交
付
し
ま
す
。 

２ 



訪
問
し
ま
し
た 

「
武
蔵
野
病
院
家
族
会 

し
い
の
実
会
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

本
田 

道
子 

 

地
下
鉄
「
小
竹
向
原
」
の
駅
か
ら
病
院
ま
で
の
、

道
の
り
は
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
駅
の
階
段
を
登

っ
た
先
は
病
院
ま
で
遊
歩
道
に
な
っ
て
い
て
、
道

路
と
の
間
に
は
た
く
さ
ん
の
植
木
。
１
月
18
日
土

曜
日
の
こ
の
時
期
は
山
茶
花
や
椿
な
ど
の
花
が
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
ず
か
10
分
足
ら
ず
の
道
の

り
、
通
院
の
行
き
帰
り
に
こ
れ
ら
の
緑
に
癒
さ
れ

る
方
も
い
る
こ
と
だ
ろ
う
な
、
と
思
い
な
が
ら
。 

会
場
は
病
院
内
の
研
修
室
で
当
日
の
参
加
者
は
18

名
程
。 

歴
史
の
あ
る
こ
の
会
な
の
で
以
前
は
か
な
り
の
数

の
参
加
が
お
ら
れ
た
そ
う
で
「
今
は
少
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
」
と
先
輩
達
。 

交
流
会
に
参
加
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
ご
挨

拶
代
わ
り
に
つ
く
し
会
の
最
近
の
活
動
に
つ
い
て

の
話
を
少
し
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
関
連
し
て
滝
山
病

院
で
の
つ
く
し
会
の
立
場
や
取
り
組
み
、
交
通
費

の
取
り
組
み
、
都
庁
、
都
議
会
へ
の
働
き
か
け
の
話

な
ど
。 

交
流
会
で
は
、
病
院
家
族
会
だ
か
ら
、
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
悩
み
は
同
じ
で
す
。
親
子
で
参
加
の
方

も
お
い
で
で
し
た
。 

例
会
の
あ
と
「
し
い
の
み
会
」
の
お
部
屋
へ
お
じ
ゃ

ま
し
ま
し
た
。
単
独
で
家
族
会
の
部
屋
が
あ
る
こ

と
は
私
な
ど
の
単
会
か
ら
見
る
と
羨
ま
し
い
か
ぎ

り
。
こ
れ
も
家
族
ケ
ア
の
重
要
性
に
早
く
か
ら
取

り
組
ま
れ
た
意
欲
的
な
医
師
と
今
ま
で
支
え
て
く

れ
た
先
輩
家
族
た
ち
の
賜
物
。
そ
し
て
今
も
病
院

と
の
関
係
に
心
を
く
だ
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆

様
の
努
力
を
思
い
ま
し
た
。 

早
速
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
発
送
に
と
り
か
か
る
ス
タ

ッ
フ
の
皆
様
の
頼
も
し
い
こ
と
。 

由
来
に
な
っ
た
は
ず
の
敷
地
内
の
大
木
の
椎
の
木

に
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
、
と
お
願
い
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

「
狛
江
さ
つ
き
会
」
訪
問
報
告 

 
 
 
 
 
 
 

都
連
理
事 

寺
澤 

元
一 

１
月
２８
日
、
狛
江
精
神
保
健
福
祉
家
族
会
「
狛

江
さ
つ
き
会
」（
会
場
：
狛
江
市
立
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
）
を
訪
ね
ま
し
た
。
建
物
３
階
に
上
が
る
と
、

安
藤
万
寿
代
会
長
が
お
ら
れ
、
フ
ロ
ア
ー
の
大
窓

か
ら
一
望
で
き
る
多
摩
川
や
街
並
み
を
ご
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。
会
議
室
に
入
る
と
十
数
名
の

方
々
が
お
集
ま
り
で
し
た
。
私
の
席
に
は
「
希
望
を

紡
い
で
ー
創
立
３０
周
年
記
念
誌
」（
２
０
１
７
年
刊
）

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
１
９
８
８
年
５
月
の
創

立
月
に
ち
な
ん
で
「
さ
つ
き
の
よ
う
に
大
地
に
根

を
お
ろ
し
、
枝
を
伸
ば
し
、
成
長
し
て
い
く
」
と
の

思
い
を
込
め
、「
狛
江
さ
つ
き
会
」
と
銘
打
っ
た
そ

う
で
す
。
記
念
誌
に
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
、
会
の

行
事
で
辛
さ
を
語
り
合
い
、
支
え
ら
れ
、
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
と
の
謝
辞
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
精
神
障
害
者
の
た
め
の
法
制
度
の
整
備
に
向

け
、
狛
江
さ
つ
き
会
が
取
り
組
ん
だ
要
請
活
動
等

も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
、「
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の

環
境
を
『
北
風
』
か
ら
『
太
陽
』
へ
ー
当
事
者
の
自

己
治
癒
力
を
育
む
環
境
づ
く
り
」
で
す
。
私
は
、
家

族
と
し
て
自
身
の
体
験
談
や
私
な
り
に
学
ん
だ
次

の
４
つ
の
教
訓
な
ど
披
露
し
、
皆
さ
ん
と
自
由
な

対
話
を
楽
し
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

① 

親
が
変
わ
れ
ば
、
子
も
変
わ
る
：
親
が
先
ず
、

子
へ
の
接
し
方
、
対
話
の
仕
方
を
変
え
て
、
安

心
で
き
る
家
庭
環
境
を
つ
く
る
。 

② 

鳴
か
ぬ
な
ら
、
鳴
く
ま
で
待
と
う
ホ
ト
ト
ギ
ス
：

ひ
き
こ
も
り
本
人
は
「
繭
」（
ま
ゆ
）
の
中
で
新

し
い
誕
生
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
。
急
か
さ

ず
、
待
と
う
。 

③ 

子
の
な
か
に
光
（
良
さ
や
強
さ
）
を
見
出
そ
う
：

そ
れ
は
、
子
の
自
信
回
復
に
つ
な
が
り
、
親
の

心
に
も
希
望
の
光
が
と
も
る
。 

④ 

親
は
自
分
の
人
生
を
大
事
に
し
て
楽
し
も
う
：

親
も
リ
カ
バ
リ
ー
の
道
を
歩
む
。
親
の
笑
顔
が

本
人
に
ま
た
一
つ
の
薬
と
な
る
。 

私
の
話
し
の
後
、
皆
様
と
の
自
由
な
意
見
交
換
で

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
狛
江
さ

つ
き
会
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

３ 



                      

☆  

講
演
会
の
お
知
ら
せ 

☆ 

○
東
京
都
精
神
保
健
福
祉
相
談
事
業
講
演
会 

「
超
短
時
間
雇
用
が
広
げ
る 

障
害
者
雇
用
の
可
能
性
」 

日
時 

２
月
22
日(

土)

午
後
２
時
～
４
時 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
開
場
１
時
半
） 

講
師 

近
藤
武
夫
氏 

（
東
京
大
学
先
端
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
） 

会
場 

東
京
都
庁
都
議
会
議
事
堂
１
Ｆ 

都
民
ホ
ー
ル 

定
員
・
参
加
費 

当
日
先
着
２
５
０
名 

事
前
申
込
不
要
。 

無
料
。 

来
場
時
、
受
付
に
て
入
庁
手
続
き
要
。 

問
合
せ
先 

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー 

北
わ
く
わ
く
館0

3-
3
5
9
8
-33

3
7
 

○
自
立
を
目
指
し
て 

通
過
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活 

～
当
事
者
の
方
の
お
話
し
～ 

日
時 

３
月
１
日(

土)

午
後
１
時
半
～
４
時
半 

話
し
手 

「
社
会
福
祉
法
人
本
郷
の
森 

ホ
ー
ム
い
ち
ょ
う
」 

現
役
メ
ン
バ
ー
と
卒
業
メ
ン
バ
ー 

職
員 

会
場 

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
３
階 

障
害
者
会
館
会
議
室
Ｃ 

申
込 

文
京
区
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 
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雨
の
日
は
雨
の
音
を 

風
の
日
は
風
の
音
を 

 

心
を
澄
ま
せ
て
静
か
に
聴
い
て
い
る 

流
れ
る
雲
の
行
方
を
追
い
か
け
な
が
ら 

な
あ
ん
て
こ
と
を
。 

む
か
し
自
身
の
老
後
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

た
時
、
そ
ん
な
隠
居
生
活
を
し
て
い
た
い
も
の
だ

な
あ
、
と
考
え
て
い
た
も
の
で
す
。 

今
で
も
あ
こ
が
れ
て
お
り
ま
す
、
隠
居
生
活
。 

 

節
分
が
過
ぎ
太
陽
の
光
が
力
強
さ
を
増
し
て
き
て

街
角
の
木
々
の
冬
芽
が
動
き
出
す
こ
の
頃
。 

街
の
中
は
ま
だ
ま
だ
冬
の
真
っ
最
中
。 

そ
ん
な
中
で
も
、
そ
ん
な
中
だ
か
ら
こ
そ
。 

た
そ
が
れ
ど
き
の
茜
の
色
が
微
妙
に
変
化
し
て
ゆ

く
の
を
、
こ
の
時
期
は
い
つ
も
う
れ
し
く
な
が
め

て
い
ま
す
。
そ
う
で
す
。
春
の
さ
さ
や
き
。 

季
節
は
う
ご
い
て
い
る
の
で
す
。 

も
う
じ
き
春
、
や
わ
ら
か
な
み
ど
り
の
春
が
ち
か

づ
い
て
い
る
の
を
身
体
中
が
感
じ
て
い
ま
す
。 

い
っ
と
き
の
幸
せ
な
時
間
。
心
が
静
か
に
あ
か
ね

の
色
に
。
私
は
小
さ
な
幸
せ
を
み
つ
け
る
達
人
。 

た
そ
が
れ
ど
き
の
ひ
と
と
き
、
あ
な
た
も
西
の
空

を
ど
う
ぞ
。 

都
連
副
会
長 

本
田 

道
子 

 

このコ－ナ－は、家族会間やつくし会との情報交流の場です。より良い家族会活動のために皆様に役立つ場

にしたいと思っています。載せたい情報を毎月 25 日までに、つくし会事務所に、メール

(tsukushikai@chorus.ocn.ne.jp)または FAX(042-453-7534)でお寄せください。 

【情報提供】カウンセリングルーム「メルディアウェルネス」のご紹介 

障害のある方とご家族のためのカウンセリング 

場所 新宿区大久保２丁目 5-22  

費用 親または当事者と親の場合 障碍者手帳提示で 60分無料  

当事者のみは 60分 6000円 

交通 東新宿駅 3分 新大久保駅 8分 

問合せ・申込先 電話 03-6302-1871  E-MAIL Well@mlda.jp 

ＨＰの申し込みフォームか電話で事前予約をしてください          
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